
「典薬寮式」の和名における「和名考異」の役割

辜　玉茹

1. はじめに
本草書は奈良時代に中国から『神農本草経集注』が伝わっており、これが典薬寮の教科書とされてきたが、平安時代では延暦六年（787）以後、唐の『新修本草』が典薬寮の教科書として用いられた。大医博士深根輔仁[footnoteRef:1]の勅撰『本草和名』（918）は『新修本草』の漢名に和名を同定したものである。『延喜式』（927年撰進）巻37「典薬寮式」に本草なども中国本草書の表記（漢名）で載せられている。近世に入って『本草綱目』が日本に輸入されることによって、江戸時代は本草学の最盛期となった。『本草綱目』（1596）が輸入されたのは、中国で出版されてから11年後の慶長12年（1607）といわれている[footnoteRef:2]。寛永14年（1637）には『江西重訂本草綱目』が和刻本として出版された。また、正徳4年（1714）には、『本草綱目』五十三巻を校正して再出版した。この時期に小野蘭山が『本草綱目』の分類条目をもとに日本の本草について講義したものを、小野蘭山の孫・門人などがそれらを整理して、享和3年『本草綱目啓蒙』（1803）として編纂した。『延喜式』（典薬寮式）に載っている薬物なども小野蘭山の『本草綱目啓蒙』[footnoteRef:3]に引用されている。 [1:  『續群書類従』巻第八百九十二雑部42「輔仁本草」本草和名上巻に「深江輔仁」となっている。また、石原明「蜂田薬師の家系に関する考証」（『医譚』通巻第43号P.2-5）に詳しく述べられている。]  [2:  「現に我内閣文庫に保存せられ、其金陵本「本草綱目」には曲直瀬東井が慶長十九年に此書を得て左の數語を欄外に手記しあるを見る「東按大明萬暦庚寅迄我邦慶長十九年二十四易艸木也」。又慶長十二年には林道春が此書を長崎より得て之を徳川家康に献呈せる記録あり。」白井光太郎（1933）『本草学論考』第一冊、春陽堂p.391。また、『徳川実記』慶長12年4月の条に「林道春信勝先に駿府より江戸に参り。（中略）このとき長崎にて本草綱目を購求し駿府に献じ奉る」（国史大系本p.432）]  [3:  『本草綱目啓蒙』（1802年）に巻之八・草之一「甘草」に「（前略）延喜式典薬寮諸国貢薬目次ニ、 常陸、陸奥、出羽ヨリ天草ヲ献ズルコトヲ載タリ」と書かれている。小野蘭山が草部から『延喜式』に載っている本草の和名を39例が引用されている。] 


従来『延喜式』の研究では、史料的な研究は「延喜式研究会」をはじめ、虎尾俊哉編『訳注日本史料延喜式』上、中[footnoteRef:4]（下はまた出版されていない）、宮城栄昌著『延喜式の研究』[footnoteRef:5]などにその成果が見られる。また、丸山裕美子（2009）「延喜典薬式「諸国年料雑薬制」の成立と『出雲国風土記』」[footnoteRef:6]に『延喜式』の「典薬寮」に記載されている本草と天平五年勘造の『出雲国風土記』（733）に載せられている本草との比較研究が詳しく述べられている。現代の中国の植物分類学者や生薬学者は、主に現代の中国植物の分類と分布、その効用を明らかにする研究は進んでいるが、語学的な研究は龍野一雄（1943）「本草和名の言語学的考察」[footnoteRef:7]に本草の和名の系統及び語源の分類などが詳述されているのみで、古典の動植物漢名、和名の同定は未だに明らかになっていない。本草の最盛期江戸時代になっても同一の本草が様々な「和名」、「漢名」で用いられた。 [4:  虎尾俊哉編 訳注日本史料『延喜式』上（2000）、中（2007）、下は現在未刊 集英社]  [5:  宮城栄昌（1995）『延喜式の研究』大修館書店]  [6:  丸山裕美子（2009）「延喜典薬式「諸国年料雑薬制」の成立」と『出雲国風土記』（『延喜式研究』25号）p.64-101]  [7:  龍野一雄（1943）「本草和名の言語学的考察」（『漢方と漢薬』第10巻第11号（通巻第115号））] 

本稿は、文政11年（1828）に松江藩主松平斉恒・斉貴父子によって、刊行された「雲州本」を中心に据える。『延喜式』の写本、版本を再確認しながら、「雲州本」の刊行に当たっての関連者などを考究し、付録である『延喜式考異』の巻6「典薬寮式」の「和名考異」に書かれている和名をそれぞれの典拠によって比較調査してみる。これらの考察によって、「典薬寮式」における「和名考異」の役割を明らかにしようとするものである。


2. 『延喜式』
『延喜式』とは、延長五年（927）撰進され、康保四年（967）に施行された律令で、全50巻である。巻37「典薬寮式」とは、虎尾俊哉（1964）[footnoteRef:8]が以下のように解説している。 [8:  虎尾俊哉（1964）『延喜式』吉川弘文館p.184] 


典薬寮は要するに官の医局・薬局であり、かつ教育機関でもある。令制では、医師10名・医博士1名・医生40名・針師5名・針博士1名・針生20名・按摩師2名・按摩博士1名・按摩生10名・呪禁師2名・呪禁博士1名・呪禁生6名・薬園師2名・薬園生6名があり、薬戸・乳戸が配属されていた。寛平八年（896）中務省の内薬司を合併したのに伴って、内薬司所属の侍医4名・女医博士1名・薬生1名・薬生10名がこの寮の定員の中に入った。この式もほとんど数量的規定であり、しかもその過半は「諸国の進 (たてまつ)る年料の雑薬」と標題された諸国貢上の薬品の国別の種類とその数量との一覧表である。（下略）

典薬寮は全国から多種多様な本草、製剤（丸薬・散薬・膏薬など）が集められている医薬関係の役所であり、治療機関であり、教育機関である。
本草に関しては『続日本紀』巻三十九、桓武天皇延暦六年五月戊戌（十五日）の条に、

[bookmark: _GoBack]典薬寮言。蘇敬注新修本草。与陶隠居集注本草相撿。增一百餘條。亦今採用草藥。既合敬説。請行用之。許焉。

とあるように、典薬寮に採用されている本草書は『新修本草』（蘇敬注）であることは明らかである。

2.1版本・写本
　江戸時代になり、徳川幕府は法治主義を唱えたが、式令の類が不備だったため、『延喜式』については、それなりの復元、出版が行われたが、改めて文政11年（1828）に松江藩主松平斉恒・斉貴父子によって、当時の『延喜式』の写本、版本を校訂して『延喜式』（雲州本）が再出版された。『延喜式』は全50巻、約3500から3600条という膨大な律令の施行細則集である。各巻の内容は下記のようである。

巻1～巻10は神祇官関係の式　
巻11～巻40は太政官八省関係の式（巻37は典薬寮式）
巻41～巻49外の官庁関係の式　
巻50は雑式
版本の刊行については、慶安元年（1648）林道春が「書新雕延喜式後」に、

（上略）本朝有弘仁、貞觀、延喜三代之式。蓋準擬而為之者乎。艸創于嵯峨。討論于清和。修飾潤色于醍醐。時貞信公奉　　詔與名臣博士等監於二代損益沿革。隨時隨宜。以行于世。雖唐式不可以加也。欲議　朝儀者。可不考乎。頃年中原萃庵職忠使兒孫校讎延喜式。清原前給事中兼白漿令賢忠朝臣見而嘉之。歷稔四十九券既卒。時會剞劂氏求之鏤梓。其文字鮮明。讀者便焉。但一部五十卷。內第十三卷闕。此一卷秘在九條殿下。不能容易啟稟。偶會其有事故而罷。可勝歎哉。多方求之不克得也。聞尾陽亞相源君嘗寫殿下之本。屢就余以請之。遂達之源君。以其廣世播後之可遠及。故聽而出之。於是五十卷全備。可謂幸矣。（下略）

と述べられているように、正保4年（1647）刊（清原賢忠の跋）49巻（正保本）に欠けていた第13巻を補刻して、慶安本50巻を完成させたと明記されている。つまり、この慶安本は尾張徳川家の写本（巻13）を利用して、50巻にして刊行したというのである。版本、写本の研究は、梅本寛一「延喜式の異本及び版本に就いて」[footnoteRef:9]、早川万年「延喜式の版本について」[footnoteRef:10]、虎尾俊哉「延喜式写本についての覚書」[footnoteRef:11]等にすでに詳しく述べられている。版本の校訂は下表〔表1〕のようである。 [9:  梅本寛一（1928）「延喜式の異本及び版本に就いて」（『國学院雑誌』34-9）p.26-53]  [10:  早川万年（1988）「延喜式の版本について」（『延喜式研究』創刊号）p.80-110]  [11:  虎尾俊哉（1998）「延喜式写本についての覚書」（『延喜式研究』14号）p.95-114] 

〔表 1〕『延喜式』版本 一覧表
	 年　  代
	校 訂 者
	 版　本
	略 称
	冊　数

	正保4年（1647）
	中原職忠
	巻13を除く49巻校訂
	正保本
	26冊?[footnoteRef:12] [12: 『国書総目録』によると、現存する正保４年版は無窮会神習文庫蔵（巻1～6、巻9～13欠）17冊しかない。この正保４年版はほぼ二巻が一冊になり、巻37（典薬）と巻38（掃部）は一冊となっている。] 


	慶安元年（1648）
	林　道春
	巻13を補完
	慶安本
	50冊

	明暦3年（1657）
	
	慶安本の復刻
	明暦本
	50冊

	寛文7年（1667）
	松下見林
	巻9・10の校訂
	寛文本
	50冊（推定）

	享保8年（1723）
	
	明暦本の部分的修正
	享保本
	50冊

	文政11年（1828）
	松平斉恒・斉貴
	全巻の校訂、増補考異等
	雲州本
	61冊



まず正保4年（1647）、正保本（中原職忠）が巻13を除く、49巻26冊が刊行された。翌年慶安元年（1648）、慶安本（林道春）で巻13を補完して50巻50冊として刊行された。また、明暦3年（1657）、慶安本の復刻と言われている明暦本50巻50冊が再刊行された。諸説で問題になっているのは正保本が存在しているのか。刊行されたのか。。正保本、慶安本、明暦本、享保本などは同版本なのか、同版本ではないのかなどの問題点が指摘されている。また寛文7年（1667）の寛文本は未だに巻9・10の校訂本しか見つかっていないため、刊行事情については松下見林の序文で明らかであるが、５０巻50冊というのは飽くまで推定説である。
ところで、従来の研究では巻１３が欠けている正保本について、どんな写本を利用したか、具体的にあまり触れられていない。内閣文庫蔵本は、『内閣文庫国書分類目録上』（内閣文庫1961）743ページに、

延喜式　五〇巻（巻一三缺）　藤原時平等奉勅撰　〔江戸初〕写　江　二〇　特六六　七

とあり、「江」は林羅山本で、江雲渭樹の蔵書印があり、昌平坂学問所の本という。
ただし、この写本については、虎尾俊哉の解説[footnoteRef:13]によると、 [13:  虎尾俊哉編（2000）『延喜式』上（解説）集英社p.25、早川万年（1988）「延喜式の版本について」（『延喜式研究』創刊号）p.80-110] 

内閣文庫別本　二〇冊　国立公文書館内閣文庫蔵　二.・三巻分を一冊とし、巻第十三・二十四巻を欠く。前掲十一慶長写本の写しか。林羅山・林述斎・昌平坂学問所の蔵印があり、林家本とも言われる。

と書かれているが、実際にこの内閣文庫蔵の写本には、24巻が存在しているのであって、内閣文庫別本と正保本を比較してみる価値があると思われる。内閣文庫別本の巻頭の配列順と正保本などのそれを比べてみると、下表〔表2〕のようになる。

〔表 2〕『延喜式』巻頭の配列順比較表
	内閣文庫別本
	正保本
	享保本
	雲州本

	上延喜格式表
延喜格式録目
歴運記
延喜式序
延喜式巻第一　神祇

	上延喜格式表
延喜格式録目
歴運記
延喜式序
延喜式 巻第一　神祇
	出雲蔵版（説明）
上延喜格式表
延喜式録目
歴運記
延喜式序
延喜式巻第一　神祇
	校刻延喜式序
上延喜格式表
延喜式序
延喜式録目
延喜式巻第一　神祇



内閣文庫別本の巻頭の配列は正保本と一致し、江雲渭樹の印があり、昌平坂学問所蔵印もあるので、これが正保本の底本ではないかと推測できる。慶安本は前述のように林羅山の跋文があり、林羅山との関係で刊行されたという経緯から推定すると、内閣文庫別本と正保本と慶安本とはすべて林羅山に関連があると考えられるからである。
さて、文政11年松平斉恒・斉貴父子によって校訂の刊本（雲州本）は本文50巻50冊の外に、『延喜式考異』7巻8冊及び『延喜式考異附録』3巻3冊が追加された。『延喜式考異』の本文内容は、以下の〔表3〕ようになる。

〔表 3〕『延喜式考異』各巻内容
	巻1　　（延喜式1～8の考異）
	巻4  （延喜式21～27の考異）

	巻2上　（延喜式9の考異）
	巻5  （延喜式28～36の考異）

	巻2下　（延喜式10の考異）
	巻6  （延喜式37の考異）

	巻3　  （延喜式11～20の考異）
	巻7  （延喜式38～50の考異）



校合に用いた諸本は、特に『延喜式』巻37の中の「和名考異」に貞享本（宮内庁書陵部蔵 温故堂文庫、和学講談所の印があり）がよく利用されていた。他にも林本、・京本・刻本などがあり、従来の版本における不備や疑問などを各写本と校合して新たに刊行したものである。『延喜式考異附録』の方は上巻（発音）、中巻（序表考）、下巻（祥瑞考）を付している。上巻の「発音」は漢字音（四声）についてのものである。『延喜式考異』には巻6「典薬寮式」一冊のみになり、その内容は全て本草関係の「和名考異」となっていることから、「雲州本」は本草の和名の校訂を重視していることがわかる。
近世において最も流布した『延喜式』は享保本で、『新訂増補国史大系』の底本にもなっているが、明治時代以降の活字本としては、全50巻を具備するものとして、現在までに以下の6種が刊行されている。

①　国史大系本　一冊　1900年　経済雑誌社刊
付録：歴運記（3頁あり）と雲州本『延喜式考異』巻6所収の「和名考異」（24頁あり）
②　新註皇学叢書本　一冊　1927年　広文庫刊行会刊
付録：歴運記と雲州本『延喜式考異』巻6所収の「和名考異」
③　日本古典全集本　七冊　1927～1929年　日本古典全集刊行会刊
付録：『延喜式考異』全7巻及び『延喜式考異附録』3巻
④　校訂延喜式　二冊及び索引一冊　1929～1932年　皇典講究所・全国神職会刊
付録：歴運記と索引
⑤　新訂増補国史大系本　一冊　1937年　吉川弘文館刊
　付録：歴運記と雲州本『延喜式考異』巻6所収の「和名考異」
⑥　神道大系本　二冊　1991・1993年　神道大系編纂会刊

以上の『延喜式』活字本の付録で、雲州本の『延喜式考異』全7巻及び『延喜式考異附録』3巻をすべて刊行したのは「日本古典全集本」である。「神道大系本」と『校訂延喜式』を除いて、他の活字本は付録に「和名考異」を掲載していることから、現代になっても、本草の和名を重視して「和名考異」が注目されているものと考えられる。

2.2 『延喜式』雲州本の成立
（1）成立経緯
文政11年（1828）刊行の雲州本には、松平斉恒の次代藩主松平斉貴の「校刻延喜式序」が附されて、幕府奥右筆屋代弘賢の筆で、以下のようである。

先考之在世。視政之暇。覃思文籍（中略）惟延喜之式巍然完存可寶。而世所通行坊刻濫惡。繆誤極多。於是乎。欲搜討各本。讎對校訂別一本。令後學有所就正焉。事未迄半而先考罹疾捐館。不肖齊貴追慕之餘。乃不自揣。將承遺意以續成之。初以總撿校塙保己該通古書。時延致相商榷。而保己亦歿。當時預其事者。今僅有侍者藍川愼等數人而已。因使愼等尋相校勘速竣其功。會邸燬於火百事爲之阻閣。校書亦稽滯累月。愼等遂復黽勉拮据能從其事。別著考異證其得失。始得以償先志矣。鳴呼回顧屈指倐已七年。感舊撫今悲喜交臻。不知涕泗之横集也。姑叙其顚未冠諸巻首。文政十有一年戊子春二月從四位下行侍從兼出羽守源朝臣齊貴敬識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幕府内史局直事源弘賢書　時  年七十一

先代斉恒が、流布している『延喜式』は「濫悪を刻し、繆誤極めて多し」として、諸本を求め正しい校訂本を作ろうとしたが、没してしまったため、斉貴がその意志を継いだ。総検校塙保己一は校訂を手掛けていたが、保己一もも死没したことによって、松江藩士藍川慎らに引き継がれた。また、編纂中も火災に遭うという苦難を経て、七年をかけて文政十一年二月に漸く完成したというのである。
　
（2）校訂者・編纂者
　　前述のように、雲州本（文政11年〔1828〕）は松江藩松江斉恒・松江斉貴父子によって企画刊行され、校訂作業に深く関わっているのは塙保己一、屋代弘賢、藍川慎等人物である。以下にそれらの人物について述べる。
　
a. 松江斉恒　寛政3年（1791）～文政5年（1822）
　松平斉恒は出雲松江藩八代藩主。
七代藩主松平治郷（不昧）の死没後、先代を偲んで筆塚を建てたが、その碑文は塙保己一に依頼している。その「雲州侯筆塚の記」[footnoteRef:14]（文政元年十月）に「おのれも赤坂の御館にたびたびまうのぼりて、厚きおほんめぐみをかうぶりしかば」とあるから、塙保己一は先代のころから、赤坂の松江藩上屋敷に出入りして、知遇を得ていたことがわかる。その縁で雲州本が刊行されることになる。 [14:  太田善麿（1966）『塙保己一』吉川弘文館p.210] 


b. 松江斉貴　文化12年（1815）～文久3年（1863）
松平斉貴は第九代松江藩主。
藩の財政に関わりなく,みずからの好事に大金を注いだというので、強制的に隠居させられた殿だが、雲州本出版のためには有り難い藩主である。

c. 塙保己一　延享3年（1746）～文政4年（1821）
　　塙保己一は和学講談所の創設者及び『群書類従』編纂者である。太田善麿（1966）[footnoteRef:15]が塙保己一の和学講談所開設のためにあげた条件は「①塙保己一の人格・識見・実績　②幕府の文教政策に関する要求　③幕府の社会政策の要請をあげることができる」というものであった。『群書類従』は安永8年（1779）からの事業で、勿論、江戸幕府や諸大名・寺社・公家などの協力が得られて、「総検校」として優れた人物であり、林家の朱子学（漢学）中心に対する和学（国学）の振興は幕府の文教政策にも合致し、また出版事業を興して御家人を筆耕者として採用することは幕府の社会政策の要請でもあって、和学講談所は正に時宜に叶ったものだったのである。 [15:  太田善麿（1966）『塙保己一』吉川弘文館 参照] 

　
d. 屋代弘賢　宝暦8年（1758）～天保12年（1841）
　　屋代弘賢は和学講談所の会頭で、幕府の右筆所詰支配勘定格（死没時は奥祐筆所詰奥祐筆格）にもなった人物である。彼は蔵書5万巻とも言われる大蔵書家であった（上野の不忍池の畔に住し、書庫三棟を建てて不忍文庫と称した）。屋代弘賢の『池底の玉藻』によると、天明9年（寛政元年）正月以降、塙亭において『源氏物語』や『延喜式』其の他の定期的会読・校合の会が行われていた。毎月『源氏物語』は九の日で月に三回、『延喜式』は十三日で月に一回といったふうであった[footnoteRef:16]という。『延喜式』が日本文学史上、最も偉大な作品である『源氏物語』と並び、定期的回読の対象になっていたことから、当時、い かに重視されていたかが推測できる。 [16:  同注15。 p.94] 

  
e. 藍川慎（藍川玄慎）　？～天保13年（1842）
　　藍川玄慎（？～1842）、別に原慎、また原藍川（藍泉）とも。小曾戸洋（1999）[footnoteRef:17]によれば「名は慎、通称は新吾、号は茅山。出雲松江藩医・儒。目黒道琢に学び、とりわけ針灸と本草に通じ、『太素経攷異』、『参考挨穴編』、『読甲乙経丙巻要略』、『読骨度篇』、『読肘後方』、『針灸甲乙経孔穴主治』、『大同類聚方攷異』、『大同類聚方窃疑』、『穴名捜捷』、『茅山査苞』、『査苞茅山』、『茅山本草医伝』、『博桑果図考』、『康頼本草校註』などの著書を遺している。玄慎は国学にも通じ、松平治郷の命で、塙保己一のあとを継ぎ雲州本『延喜式』（1828年刊）を完成させた人物である」と述べている。また、大日方克己（2011）[footnoteRef:18]は「松江藩の『列士録』（島根県立図書館）には、松江藩医師藍川通清の子として江戸に生まれ、長崎で唐医胡亀新に学んだ後、文化2年（1805）に藩医師となり、ほとんどを江戸藩邸で仕えている」と述べられている。 [17:  小曾戸洋（1999）『日本漢方典籍辞典』大修館書店p.279]  [18:  大日方克己（2011）「歴史手帖雲州本延喜式と藍川慎・屋代弘賢・塙保己一」（『日本歴史』762号）p.33-35] 

実際に藍川慎の著書など関係資料を考察してみると、例えば、無窮会神習文庫に所蔵している藍川慎校注の『康頼本草』奥書に、

予校典薬式之日。旁及此書。如其序跋。文不成語。意不可焉。所引讀家文。亦誤脱不為少。隨校隨正。刪補遂成。廼目以校注云。天保辛卯仲冬。茅山堂主人藍川慎識。

すなわち「予、典薬寮式を校正するの日、傍ら、此書に及ぶ…」と書かれている。天保辛卯（1831年）仲冬に「予校典薬式之日」から、典薬寮式を校正する時、本草書『康頼本草』も「隨校隨正。刪補遂成」としている。藍川慎が「和名考異」を表すために、関係する多くの本草書の和名を綿密に調査研究していたことがこれによって明らかである。日本古典全集本『本草和名』（大槻文彦旧蔵森枳園父子書き入れの寛政版『本草和名』の複製）[footnoteRef:19]に藍川の引用書き込みがあり、上巻の７オ（７丁表）、１３ウ（１３丁裏）、２４オ、２５ウ、２６オ、２６ウ、２７オ、２８オ、２９オ、２９ウ、３１ウ、４２オなどが所在箇所である。以下に用例を示すと、 [19:  正宗敦夫編（1978）『本草和名』日本古典全集　現代思潮社] 


　　漏蘆（２４オ）楊玄操音力魚反一名野蘭 一名鹿驪根出陶景注仁諝音知力反蘇敬注云是木梨蘆也非漏蘆 一名英蒿出蘇敬注　和名久呂久佐      一名阿利久佐
書き入れ「藍川慎云仁音知力二字恐倒案廣韻驪郎奚切又力知切」

　　　　草解（２９オ）一名赤節一名百支（中略）一名蜀脊一名強脂已上二名出兼名苑和名於尓止古呂
　　　　　　書き入れ「藍川慎云蜀當苟字苟狗通用」

とあって、藍川慎は『広韻』などの韻書を駆使するほどに漢字音に造詣が深く、金沢大学日本語学日本文学研究室に川口久雄旧蔵の『干禄字書』[footnoteRef:20]があり、それには藍川慎の校合書き入れがあるということだが、「正、俗、通」の判断を下すなど漢字字体にも精通していたと思われる。 [20:  一戸渉「金沢大学所在古典目録稿」『金沢大学国語国文』38号2013.3] 

これらの編纂者・校訂者からわかるように、『延喜式』（雲州本）の刊行には綿密な調査研究、校合訂正と多くの時間が費やされている。特に、巻37「典薬寮式」の考異における本草の和名に関する「和名考異」は、藍川慎が関係していることから、高水準な本草和名書となっている。前述のように、『延喜式』の写本・版本は林家（大学頭・昌平坂学問所[footnoteRef:21]）との関連が深く、林家と和学講談所（塙保己一、屋代弘賢など）との関係について、『中江義照記念論文集：塙保己一研究』[footnoteRef:22]に、 [21:  江戸時代，幕府直轄の昌平坂学問所を管理した役職。1691年，林信篤が任ぜられて以後，林家の者が任ぜられた。大学頭を世襲した。]  [22:  『中江義照記念論文集：塙保己一研究』中江義照著　温故学会編2004年p.94-95] 


保己一の身分が検校であるために、設立当時の和学講談所は寺社奉行の支配を受けていたが、定信に代わって老中首座となった松平伊豆守信明 ○家督相続 は寛政七年（1795）九月、その基礎確立を図る施策として永代手当金年額五十両を下付するとともに、林大学頭の支配に移し、官学に準ずる取り扱いをすることを決めた。（中略）、儒学を家学とする林家の支配とは監督の意味で、実質的に和学講談所はあくまで国史・律令を講究する一個の独立した機関であった。ただ、これ以後、幕府と和学講談所との交渉はすべて林家経由で行われたのは、支配関係からして当然なことであった。

と書かれているように、財政面でも非常に深いかかわりがあることがわかる。和学講談所の林家支配と永代手当金の交付については、『御触書天保集成』[footnoteRef:23]にも記録が残っている。 [23:  高柳真三、石井良助 編『御触書天保集成』岩波書店1958年] 



3. 「和名考異」内容　
 (
〔
図
 
1
〕早稲田大学蔵本「和名考異」の内容
)『延喜式考異』巻6（一冊）は「典薬寮式」の写本・版本の相違を校訂している。一頁から十二頁三行までは「典薬寮式」の考異、十二頁四行から四十一頁までは特に本草だけの「和名考異」となる〔図1〕[footnoteRef:24]。「和名考異」の冒頭に、 [24:  早稲田大学公開デジタル資料http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/wa03/wa03_01594/による。『延喜式考異』巻6、「和名考異」14ウ、15オ。] 


諸本傍注和名、或同或異、或有或无、或誤或不然、又有同物異名、異物同名、盖當時詳詳乎可辯、而方今有可辯者、有不可辯者、名物自異于古、故校之輔仁本草和名康頼醫心方雅忠毉畧抄、旁及順和名抄、以其合者為正、不合者次之、諸書合者脚注輔仁和名等云、不下等字者否、又世所傳有康頼和名本草。序云康頼撰跋云、自明徳元年注寫了。康曆年中從師而傳和名。又載丹波長平長家弘家僧希存希益聴松智信等名。新撰字鏡、序云、以寛平四年草已卒、昌泰中再増補加本草文。其所載數有可疑者、故難據以為證、然諸本所注和名、与二書可證者及之。

と述べられいる。本草とは薬物のことで、中国の薬の名で使われても、間違った場合もあるために、ここで、少なくとも薬物名を正確に伝えたいという目的があったのである。第一校訂の典拠に『本草和名』（深根輔仁）、『医心方』（丹波康頼）、『医略抄』（丹波雅忠）を用い、第二校訂の典拠に『和名類聚抄』（源順）を、そして第三校訂の典拠に『康頼本草』（丹波康頼）、『新撰字鏡』（昌住）を用いることにしたのである。『本草和名』『医心方』『医略抄』を第一に置いたのは薬物の専書だったからであり、薬物の専書とはいいながら、『康頼本草』を第三に置いたのは前述の『康頼本草』を校注して、この書にやや疑義[footnoteRef:25]を抱いたためと思われる。 [25:  別稿に譲る。2014年12月6日に台湾・長栄大学で「丹波康頼著『康頼本草』の本質」という題で研究発表する予定。] 


3.1 「和名考異」の見出し語及び配列順
1.芒硝朴消青礬石白礬石 2.黄礬石 3.滑石 4.白石脂赤石脂禹餘粮 5.水銀 6.雄黄 7.石硫黄 8.石膏 9.鍾乳床 10.代赭 11.銅牙 12.赤箭 13.天門冬 14.麥門冬 15.萱草 16.白朮 17.女萎 18. 黄精 19.地黄 20.昌蒲 21.澤寫 22.薯蕷 23.黄菊花 24.甘草 25.人參 26.石斛 27.木斛 28.牛膝 29.卷栢 30.細辛31.獨活 32.升麻 33.柴胡 34.防葵 35.菴蘆子 36.薏苡仁 37.車前子 38.充尉子 39.青木香 40.龍膽 41.菟絲子 42.巴戟天 43.地膚子 44.蒺藜子 45.防風 46.甘葛煎 47.黄連 48.丹參 49.王不留行 50.于藍 51. 蒲黄 52.蘭 53.決明子 54.芎藭 55.續斷 56.黄茋 57.虵床子 58.茴陳蒿 59.漏蘆 60.茜根 61.墻薇根 62.五味子 63.當歸 64.秦膠 65.黄芩 66.芍藥 67.干薑 68.藁本 69.麻黄 70.葛根 71.葛花 72.前胡 73.莓 74.大青 75.貝母 76.括樓 77.括樓根 78.玄參 79.苦參 80.石葦 81.女葦 82.狗脊 83.萆薢 84.拔契 85.通草 86.瞿麥 87.白芷 88.杜衡 89.紫菀 90.白蘚 91.白薇 92.百合 93.紫參 94.欵冬花 95.牡丹 96.木防己 97.澤蘭 98.地榆 99.白前 100.百部根 101.土瓜 102.薺苨 103.高粱薑 104.熟艾105.大黄 106.桔梗 107.甘遂 108.亭藶子 109.澤柒 110.大戟 111.璇覆花 112.蔾蘆 113.烏頭天雄附子 114.躑躅花 115.茴芋 116.夜干 117.貫衆 118.半夏 119.莨蓎子 120.恒山 121.狼牙 122.白蘝 123.虵銜 124.連翹 125.白頭公 126.如（・蘆如） 127.鼠尾草 128.蒴藋 129.牽牛子 130.鬼臼 131.商陸 132.女青133.伏苓 134.松脂 135.柏子人 136.桂心 137. 杜仲 138.楓香脂 139.蔓荊子 140.牡荊子 141.寄生142.茄 143.黄蘗 144.木蘭 145.薰陸香 146.榆皮 147.枸杞 148.橘皮 149.厚朴 150.枳實 151.枳殼152.山茱萸 153.呉茱萸 154.秦皮 155.支子 156.檳榔子 157.秦椒 158.鬼箭 159.蕪荑 160.桑根白皮161.桑茸 162.松蘿 163.石南草 164.巴豆 165.蜀椒 166.芮草 167.榧子 168.小蘗 169.皀莢 170.龍骨171.牛乳 172.阿膠 173.犀角 174.零羊角 175.鹿角 176.鹿茸 177.狸骨 178.熊掌 179.熊膽 180.猪蹄181.猪膏 182.獺肝 183.蜜 184.蜂房 185.牡蠣 186.桑螵蛸 187.海蛤 188.白殭蠶 189.塵蟲 190.鼈甲191.烏賊骨 192.虵脫皮 193.馬刀 194.貝子 195.豆蔲子 196.大棗 197.雞頭子 198.烏梅 199.白花木瓜實 200.杏人 201.桃人（・桃子） 202.桃花 203.胡桃子 204.瓜蔕 205.蕪菁子 206.荏子 207.蓼子 208.薤白209.葵子 210.紫蘇 211.香儒 212.大蒜 213.胡麻 214.麻子 215.黑大豆 216.赤大豆 217.豉 218.小麥219.粟 220.白粟 221.糵 222.麴 223.糯米 224.苦酒 225.白粉 226.藍漆 227.僕奈

以上のような番号順で配列している。全227項目236種である。中国の本草に関する事物及び漢名は、漢字音（音の如し）として理解するもの（1.芒硝の類 4.白石脂の類 11.銅牙 50.干藍 71.葛花 144.木蘭 145.薫陸香 164.巴豆 173.犀角 175.鹿角 183.蜜 194.貝子 202.桃花）を含めて、和名（日本語）として消化されていたことが、この「和名考異」によって知ることができるのである。「和名考異」の配列順の分類法は石部、草部などの配列順で、これは唐の高宗の勅命で蘇敬ら二十二人が撰集した『新修本草』、それに深根輔仁の『輔仁本草』（『本草和名』）などとほぼ一致している。

3.2 見出し語の内容
下表〔表4〕は「典薬寮式」の本文に和名を注したものを「和名考異」で整理したものである。利用した写本と版本は貞享本（宮内庁書陵部蔵）奥書に貞享五年とあり、京本（京極宮家本、存否不明[footnoteRef:26]）と刻本（明暦本・享保本）である。 [26:  虎尾俊哉（2000）『延喜式』上（解説）集英社p.29] 

〔表 4〕「和名考異」の内容
	20. 昌蒲
	阿也女久佐 刻本﨟月。貞享本﨟月山城。○輔仁和名等皆同 案康頼和名。一名奴美久佐。

	24. 甘草
	阿末支 京本中宮。○輔仁和名等皆同。 案康頼和名。之呂不知乃祢。

	45. 防風
	波末須加奈 京本元日○輔仁和名等同。 波末於保祢 貞享本斎宮。京本木工。刻本近衛。 波末支保 貞享本刻二本﨟月。案恐波末於保祢之誤。 波末加保 貞享本。 案輔仁和名等。一名波末尓加奈。

	119. 莨蓎子
	於保美留久左貞享本伊豆○輔仁和名等同。 於尓美留久左 貞享本伊豆。 乎尓之留久左刻本伊豆。案之美相誤。 於保之久左 貞享本近江。 乎保美久左 貞享本安房。刻本相模安房。案此亦之美相誤未知孰是。案医心方。一名於尓保美久左。康頼和名。於尓比留久左。



以上の用例を抽出して、〔表5〕で『延喜式』の刻本、貞享本（写本）と『輔仁本草』（深根輔仁）、『医心方』（丹波康頼）、『和名類聚抄』（源順）、『康頼本草』（丹波康頼）（『医略抄』は「198.烏梅」の一例のみの引用なので省略）と比較調査してみる。

〔表 5〕『延喜式』の刻本・写本と『輔仁本草』『医心方』『和名類聚抄』『康頼本草』比較表
	見出し語
	和  名
	刻　本
	貞享本（・京本）
	輔仁本草
	医心方
	和名抄
	康頼本草

	20. 昌 蒲
	阿也女久佐
	昌蒲 (アヤメクサ)
	昌蒲 (アヤメクサ)
	阿也女久佐
	阿也女久佐
	阿夜女久佐
	安夜女久佐

	
	奴美久佐
	　―
	―　
	―　
	― 
	―　
	奴美久佐

	24. 甘 草
	阿末支
	　　―
	（甘草 (アマキ)）
	阿末岐
	阿末岐
	阿萬木
	―　

	
	之呂不知乃祢
	―　
	―　
	―　
	―　
	―　
	之呂不知乃禰

	45. 防 風
	波末須加奈
	　　―
	（防風 (ハマスカナ)）
	波末須加奈　
	波末須加奈
	波萬須加奈　
	波末須加奈

	
	波末於保祢
	防風 (ハマヲホネ)
	防風 (ハマオホネ)
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	波末支保
	防風 (ハマキホ)
	防風 (ハマキホ)
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	波末加保
	―　
	防風 (ハマカホ)　
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	波末尓加奈
	―　
	―　
	波末尓加奈　
	波末尓加奈
	波萬尓加奈　
	―　

	119.莨蓎子
	於保美留久左
	―　
	莨蓎子 (オホミルクサ)
	於保美留久佐
	於保美留久佐
	於保美留久佐
	―　

	
	於尓美留久左
	―　
	莨蓎子 (オ尓ミルクサ)
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	乎尓之留久左
	莨蓎子 (ヲニシルクサ)
	―　
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	於保之久左
	
	莨蓎子 (オホシクサ)
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	乎保美久左
	莨蓎子 (ヲホミクサ)
	莨蓎子 (オホミクサ)
	―　
	―　
	―　
	―　

	
	於尓保美久左
	―　
	―　
	―　
	於尓保美久佐
	―　
	―　

	
	於尓比留久左
	―　
	―　
	―　
	―　
	―　
	於仁比留久佐


   注：ア、「－」線のところは、「和名考異」には明記していないため。	
          イ、テキスト:『延喜式』刻本　　享保八年（1723）刊行50冊　早稲田大学蔵本
　　　　　         　『延喜式』貞享本　奥書に貞享五年 写本 宮内庁書陵部蔵本（和學講談所 印あり）
　　　　　           『輔仁本草』　　　続群書類従・第三十輯下 雑部巻第八百九十二
           『医心方』　　　　日本古典全集　正宗敦夫編纂
           『和名類聚抄』　　正宗敦夫校訂　風間書房　1974年
           『康頼本草』　　　続群書類従・第三十輯下 雑部巻第八百九十三

以上の〔表4〕と〔表5〕を比較することによって、「和名考異」がいかに用意周到に順序立てて綿密に和名を確定していたかが理解される。すなわち『延喜式』の刻本（版本）写本の薬物のルビをすべて網羅し、その上で第一（校訂典拠）資料（薬物の専書）『輔任本草』『医心方』、次に第二資料『和名抄』、そして第三資料『康頼本草』（薬物の専書でも疑義あり）の和名を配して、その結果、それぞれの薬物に当てられた最初の和名が薬物の標準の和名として確立したのである。したがって「45.防風」は刻本や写本では「ハマオホネ、ハマキホ、ハマカホ」だが、写本（・京本）に「ハマスカナ」（京本）もあることを踏まえて「波末須加奈」と認定したのである。
同写本、同版本の中にも同漢名であるのに、それぞれ違うところに二つ以上の和名（ルビ）が付いている箇所、例えば、「莨蓎子」の和名表記は次〔表6〕のようになる。

　　　　　〔表 6〕〔延喜式〕写・刻本の和名表記
	
	貞享本（・京本）
	刻本（享保本）
	刻本（慶安本）

	伊豆国
	オホミルクサ
オ尓ミルクサ
	ヲニミルクサ
	ヲニミルクサ

	相模国
	なし
	ヲホミクサ
	ヲホミクサ

	安房国
	オホミクサ
	ヲホミクサ
	ヲホミクサ

	近江国
	オホミ（シ）クサ
	なし
	なし



「莨蓎子」は同地方（伊豆国）でも同じ薬物であっても、和名が二つ以上あるものがある点で、標準語（中央語）に対する方言（地方語）の意識もあったものと推定される。


4. おわりに
『延喜式』巻37の「典薬寮式」では本草（すなわち薬物）を漢名で表記しているが、伝写、時代などによってその和名（ルビ）が変わってきた。雲州本の校訂者・編纂者はそれらを「和名考異」とという項目を特立して詳しく説明したのである。「和名考異」では、冒頭に「諸本傍注和名、或同或異、或有或无、或誤或不然、又有同物異名、異物同名、盖當時詳詳乎可辯、而方今有可辯者、有不可辯者、名物自異于古（下略）」と述べているように、本草とは本来、中国産の薬物のことで、中国の漢名だけでは間違える場合もあるために、ここでは、日本人作の本草書などを駆使して、できるだけ薬物名を和名にして正確に伝えたいという目的があったものと思われる。

塙保己一の和学講談所における月一回『延喜式』の研究会、蔵書家で書誌に精通していた屋代弘賢の最善本の提供、長崎留学も経験した博学で用意周到な漢方医藍川慎が関与することもあって、当時、最高水準の本草学の成果が雲州本「典薬寮式」の「和名考異」に結実して、本草の和名の確定に役立ったものと思われる。
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付記　本稿は平成24年10月12日に行われた日本語学会中国四国支部2013年度研究発表大会で口頭発表した原稿に、加筆、修正をしたものである。 
（コウ　イーズ・台湾　中国医薬大学副教授）
2

image1.jpeg
S

4

b B R w ) do itidudid
L

i
W
x
e AT R e T %Z%L*%%
Zﬂi\wmmf ) 1) o M e e ) i
sl
—= :
Aoh e o m A oo € & ey D
Aot WEAK Dl ey e S
i U R v R
A TR A BT e fom A4 w2 g
Sk S (F Fic e a~tagt L
R0 | au el
. ¢l me 2 et L e ¥ s
pan #w*x@&ﬁmﬁﬁ%%%@ﬁ%ﬁmmtﬁ\@
oW e | aedrdon B
~ hﬂ,\.fa\ﬂq\ﬂ‘ .wmxo
B ARREN gL L PROED
AR F - Y-
oK e B

dremad AR e dIE U R a0 Rl
o 2wl DL i el e

CThw =

| e g ged

e





